
令和２年度中学生チャレンジテスト
（第１学年・第２学年）結果について

柏原市教育委員会



１．調　査　目　的
（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

２．調　査　概　要

（１） 調査日 令和３年１月１３日（水）

（２） 対象学年 中学校第１学年及び第２学年の全生徒

（３） 調査内容 １年生：国語・数学・英語・アンケート調査

２年生：国語・社会AB・数学・理科・英語・アンケート調査

★調査問題掲載先

.

大阪府教育委員会が、府内における生徒の学力を把握・分析することにより、
大阪の生徒の課題の改善に向けた教育施策及び教育の成果と課題を検証し、
その改善を図る。

大阪府教育委員会が、調査結果を活用し、大阪府公立高等学校入学者選抜
における評定の公平性の担保に資する資料を作成し、市町村教育委員会及び
学校に提供する。

市町村教育委員会や学校が、府内全体の状況との関係において、生徒の課
題改善に向けた教育施策及び教育の成果と課題を検証し、その改善を図ると
ともに、そのような取組みを通じて、学力向上のためのＰＤＣＡサイクルを確立
する。

学校が、生徒の学力を把握し、生徒への教育指導の改善を図る。

生徒一人ひとりが、自らの学習到達状況を正しく理解することにより、自らの学
力に目標を持ち、また、その向上への意欲を高める。



３－１．１年調査結果（国語）

柏原市 大阪府 府比

4 73.2 70.4 1.04

7 57.3 53.9 1.06

9 49.2 48.4 1.02

17 59.1 58.4 1.01

－ － － -

4 73.2 70.4 1.04

7 57.3 53.9 1.06

9 49.2 48.4 1.02

17 59.1 58.4 1.01

12 60.3 59.3 1.02

16 57.3 55.6 1.03

3 51.8 48.2 1.08

※　○印：成果　　　▼印：課題

◆中学１年生　過去３年間の比較（府比）

分類 区分
対象設
問数(問)

得点率(%)

平均正答率(％)
柏原市 57.8
大阪府 56.1

学習指導要領の領域等

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

◆得点別分布の割合

◆領域別等のレーダーチャート ◆特徴的な傾向

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

問題形式

選択式

短答式

記述式

評価の観点

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

 

○すべての項目において、大阪府を上回る結果となった。 
 

○過去３年間において、府比を上回る幅が増加している。 
 

○「書くこと」において、大阪府を３．４％上回った。 
 

○得点別分布では、大阪府と比べて４０点未満の生徒が少なく、７０点以上

の生徒が多い。 

 

○無解答率は、柏原市が１１．７％、大阪府が１２．７％という結果であった。 
 

▼「読む能力」「言語についての知識・理解・技能」については、他の項目に

比べて大阪府との差が小さい。 
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３－２．１年調査結果（数学）

柏原市 大阪府 府比

19 58.5 56.4 1.04

－ － － -

12 51.9 50.2 1.03

－ － － -

－ － － -

4 16.8 17.3 0.97

10 71.0 68.2 1.04

17 58.9 56.7 1.04

14 63.9 61.8 1.03

15 54.9 53.0 1.04

2 20.7 19.1 1.08

※　○印：成果　　　▼印：課題

資料の活用

◆中学１年生　過去３年間の比較（府比）

評価の観点

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

対象設
問数(問)

得点率(%)

◆領域別等のレーダーチャート ◆特徴的な傾向

◆得点別分布の割合

平均正答率(％)
柏原市 55.9
大阪府 54.0

問題形式

選択式

短答式

記述式

分類 区分

学習指導要領の領域等

数と式

図形

関数
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数と式 

図形 

関数 

選択式 

短答式 

記述式 

柏原市 

大阪府 

 

○ほぼすべての項目で、大阪府を上回る結果となった。 

 

○府比を上回った一昨年度よりもさらに府比を上回った。 

 

○昨年度課題であった「記述式問題」で大阪府を上回った。また、この項目

は府比が最も高かった。 

 

○得点別分布では、大阪府と比べて４０点未満の生徒が少なく、８０点以上

の生徒が多い。 

 

○無解答率は、柏原市が７．３％、大阪府が８．７％であった。 

 

▼数学的な見方や考え方は大阪府を下回った。 

 

▼数学的な見方や考え方、記述式問題の得点率が低い。 
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３－３．１年調査結果（英語）

柏原市 大阪府 府比

15 77.3 75.8 1.02

－ － － -

29 60.4 59.3 1.02

2 28.5 29.7 0.96

－ － － -

1 25.0 26.8 0.93

35 66.2 64.8 1.02

5 65.3 65.8 0.99

37 68.9 67.6 1.02

2 44.5 45.2 0.98

2 32.1 32.2 1.00

※　○印：成果　　　▼印：課題

◆領域別等のレーダーチャート ◆特徴的な傾向

平均正答率(％)
柏原市 64.9
大阪府 63.8

評価の観点

コミュニケーションへの関心・意欲・態度

外国語表現の能力

外国語理解の能力

言語や文化についての知識・理解

◆中学１年生　過去３年間の比較（府比）

対象設
問数(問)

得点率(%)

学習指導要領の領域等

聞くこと

話すこと

読むこと

書くこと

分類 区分

◆得点別分布の割合

問題形式

選択式

短答式

記述式
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○４つの項目で、大阪府を上回る結果となった。 

 

○大阪府平均を上回った。 

 

○得点別分布は、大阪府に比べて３５点未満の数が大きく少なく、８０点以上

はわずかに上回った。 

 

○無解答率は、柏原市が２．６％、大阪府が３．３％であった。 

 

▼大阪府と比べて最も低かったのは「外国語表現の能力」であった。 

 

▼昨年度より府比に近づいたが、依然として「書くこと」に課題がある。 
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令和元年度中学生チャレンジテスト（１年生）

アンケート結果
柏原市教育委員会

質問番号 　　　　質問事項

問１

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 51.4 33.7 11.0 3.7 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.2

大阪府 49.3 35.2 11.4 3.0 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.1

質問番号 　　　　質問事項

問２

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 49.9 33.7 12.5 3.7 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.2

大阪府 45.4 37.1 13.2 3.1 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.1

質問番号 　　　　質問事項

問３

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 46.9 35.0 13.2 4.7 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.2

大阪府 34.1 45.0 16.4 3.5 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.1

質問番号 　　　　質問事項

問４

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 6.0 22.0 44.1 27.7 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.2

大阪府 15.8 30.1 33.4 19.5 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.2

授業中，自分の考えや意見を伝える場面がある。

授業中，話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり，広げたりしている。

授業で，図書館の資料やインターネットなどで調べる活動がある。

生徒数

柏原市 537

授業中，ノートやプリントに自分の考えを書く場面がある。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市 

大阪府 

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 
4. 当てはまらない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市 

大阪府 

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 
4. 当てはまらない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市 

大阪府 

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 
4. 当てはまらない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市 

大阪府 

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 
4. 当てはまらない その他 無回答 
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令和元年度中学生チャレンジテスト（１年生）

アンケート結果
柏原市教育委員会

質問番号 　　　　質問事項

問５

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 49.3 34.1 10.1 5.8 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.7

大阪府 42.5 35.0 14.6 5.3 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 2.6

質問番号 　　　　質問事項

問６

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 20.9 37.2 28.5 13.2 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.2

大阪府 17.0 36.2 31.8 13.8 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.2

質問番号 　　　　質問事項

問７

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 49.9 32.6 11.5 5.8 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.2

大阪府 42.5 36.5 14.5 5.1 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.3

質問番号 　　　　質問事項

問８

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 19.0 18.8 24.6 18.4 5.4 3.9 9.7 - 0.0 0.2

大阪府 19.2 17.8 23.1 19.1 8.3 4.4 6.9 - 0.0 1.2

授業中，間違っても笑われない。

自ら課題を見つけて，家で勉強をしている。

テレビや新聞，インターネットなどのニュースを見る。

普段（月曜日から金曜日），一日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンを使いますか。

生徒数

柏原市 537

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市 

大阪府 

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 
4. 当てはまらない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市 

大阪府 

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 
4. 当てはまらない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市 

大阪府 

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 
4. 当てはまらない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市 

大阪府 

1. ４時間以上 2. ３時間以上，４時間より少ない 
3. ２時間以上，３時間より少ない 4. １時間以上，２時間より少ない 
5. 30分以上，１時間より少ない 6. 30分より少ない 
7. 携帯電話やスマートフォンを持っていない  その他 
 無回答 
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４－１．２年調査結果（国語）

柏原市 大阪府 府比

5 58.6 59.4 0.99

6 51.0 50.6 1.01

11 44.1 45.7 0.96

15 64.0 65.2 0.98

－ － － -

5 58.6 59.4 0.99

6 51.0 50.6 1.01

11 44.1 45.7 0.96

15 64.0 65.2 0.98

13 62.6 61.9 1.01

17 58.5 60.1 0.97

2 31.7 34.3 0.93

※　○印：成果　　　▼印：課題

◆得点別分布の割合

◆特徴的な傾向

評価の観点

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

問題形式

選択式

短答式

記述式

◆領域別等のレーダーチャート

★同一生徒集団の経年比較（令和元年度～令和２年度）

平均正答率(％)
柏原市 57.6
大阪府 58.3

分類 区分
対象設
問数(問)

得点率(%)

学習指導要領の領域等

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

 

○昨年度課題であった「書くこと」において、大阪府を上回った。 

 

○得点別分布では、４０点未満の生徒が大阪府よりわずかに少ない。 

 

▼平均正答率は、大阪府をやや下回った。同一生徒集団の経年比較では昨

年度よりも下がった。 

 

▼無解答率は柏原市が１０．５％、大阪府が１０．１％という結果であった。 

 

▼「記述式問題」が最も府比を下回る結果となった。 
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４－２．２年調査結果（社会）

柏原市 大阪府 府比

18 57.3 57.1 1.00

17 54.4 55.3 0.98

- - - -

7 50.3 51.9 0.97

8 52.7 54.0 0.98

19 58.9 58.4 1.01

22 52.8 53.6 0.99

10 65.1 64.1 1.02

2 41.0 44.1 0.93

※　○印：成果　　　▼印：課題

5～9点

10～14点

15～19点

20～24点

25～29点

30～34点

35～39点

40～44点

45～49点

50～54点
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◆得点別分布の割合

平均正答率(％)
柏原市 55.6
大阪府 56.0

◆領域別等のレーダーチャート ◆特徴的な傾向

問題形式

選択式

短答式

記述式

※令和元年度(１年次)の社会科の調査はございません。
※令和２年度(２年次)については、A問題とB問題の
　 平均正答率を足して2で割った数値で表しています。

評価の観点

社会的事象への関心・意欲・態度

社会的な思考･判断･表現

資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

分類 区分
対象設
問数(問)

得点率(%)

学習指導要領の領域等
地理的分野

歴史的分野

0

20
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60

地理的分野 

歴史的分野 

社会的な思考･判

断･表現 

資料活用の技能 

社会的事象につ

いての知識・理解 

選択式 

短答式 

記述式 

柏原市 

大阪府 

 
○「地理的分野、社会的事象についての知識・理解」「短答式問題」において

大阪府を上回った。 

 

○「選択式問題」は大阪府とほぼ同水準と言える。 

 

▼「記述式問題」が、大阪府と比べて最も低かった。 

 

▼得点別分布は、大阪府に比べて４０点未満の生徒が多く、８０点以上の生

徒が少ない。 

 

▼無解答率は柏原市が５．４％、大阪府が５．３％という結果であった。 
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４－３．２年調査結果（数学）

柏原市 大阪府 府比

12 48.9 52.4 0.93

8 54.5 57.7 0.94

12 36.5 40.6 0.90

－ － － -

－ － － -

10 37.3 40.5 0.92

12 50.5 55.0 0.92

10 48.8 51.9 0.94

14 49.5 53.1 0.93

16 43.6 47.2 0.92

2 37.3 41.5 0.90

※　○印：成果　　　▼印：課題

◆領域別等のレーダーチャート ◆特徴的な傾向

◆得点別分布の割合

問題形式

選択式

短答式

記述式

評価の観点

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

学習指導要領の領域等

数と式

図形

関数

資料の活用

平均正答率(％)
柏原市 45.8
大阪府 49.4

分類 区分
対象設
問数(問)

得点率(%)

★同一生徒集団の経年比較（令和元年度～令和２年度）
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図形 

関数 

選択式 

短答式 

記述式 

柏原市 

大阪府 

 

○「図形」「数量や図形などについての知識・理解」は比較的大阪府に近い水

準である。 

 

▼すべての項目において大阪府を下回った。 

 

▼「関数」「記述式問題」の得点率が大阪府に比べて特に低い。 

 

▼得点別分布では、大阪府と比べて４０点未満の生徒が多く、８０点以上の

生徒が少ない。 

R1(1年次) R2(2年次) 

柏原市 0.98 0.93

0.92

0.94

0.96

0.98

1.00

1.02

1.04

大阪府比 

大阪府 

0

2

4

6

8

10

12

14

柏原市 大阪府 
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４－４．２年調査結果（理科）

柏原市 大阪府 府比

- - - -

13 49.7 50.3 0.99

19 48.7 49.0 0.99

- - - -

- - - -

18 43.8 44.4 0.99

2 35.8 33.9 1.06

12 60.3 61.0 0.99

22 53.0 52.8 1.00

8 48.2 49.5 0.97

2 20.0 23.1 0.87

※　○印：成果　　　▼印：課題

◆得点別分布の割合

◆特徴的な傾向◆領域別等のレーダーチャート

地学的領域

学習指導要領の領域等

物理的領域

化学的領域

生物的領域

平均正答率(％)
柏原市 49.1
大阪府 49.5

問題形式

選択式

短答式

記述式

評価の観点

自然事象への関心・意欲・態度

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

分類 区分
対象設
問数(問)

得点率(%) ※令和元年度(1年次)の理科の調査はございません。
※令和２年度(2年次)については、A問題とB問題の区分は
なく、統一問題でした。

0

20

40

60

物理的領域 

化学的領域 

生物的領域 

選択式 

短答式 

記述式 

柏原市 

大阪府 

 

○「観察・実験の技能」「選択式問題」で大阪府を上回った。 

 

○「科学的な思考・表現」「自然現象についての知識・理解」はほぼ大阪府と

同水準である。 

 

▼「記述式問題」が大阪府を大きく下回っている。 

 

▼得点別分布では、８０点以上の生徒が大阪府に比べて少ない。 

 

▼無解答率は、柏原市が６．１％、大阪府が５．８％であった。 
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6

8

10

12

14

柏原市 大阪府 
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４－５．２年調査結果（英語）

柏原市 大阪府 府比

12 59.0 59.7 0.99

－ － － -

25 50.5 53.8 0.94

3 26.8 32.6 0.82

－ － － -

3 26.8 32.6 0.82

29 50.9 53.8 0.95

5 56.7 58.8 0.96

31 52.8 55.3 0.96

1 62.4 64.5 0.97

5 26.6 33.3 0.80

※　○印：成果　　　▼印：課題

◆領域別等のレーダーチャート ◆特徴的な傾向

◆得点別分布の割合

問題形式

選択式

短答式

記述式

評価の観点

コミュニケーションへの関心・意欲・態度

外国語表現の能力

外国語理解の能力

言語や文化についての知識・理解

学習指導要領の領域等

聞くこと

話すこと

読むこと

書くこと

平均正答率(％)
柏原市 48.9
大阪府 52.0

★同一生徒集団の経年比較（令和元年度～令和２年度）

分類 区分
対象設
問数(問)

得点率(%)

0

20

40

60

聞くこと 

読むこと 

書くこと 

選択式 

短答式 

記述式 

柏原市 

大阪府 

 

○「聞くこと」については大阪府と同水準である。 
 

▼「記述式問題」において大阪府を最も大きく下回った。 
 

▼「外国語表現の能力」において大阪府を大きく下回った。 

 

▼得点別分布では、大阪府と比べて４０点未満の生徒が多く、８０点以上の

生徒が大きく少ない。 

R1(1年次) R2(2年次) 

柏原市 0.98 0.94

0.92

0.94

0.96

0.98

1.00

1.02

1.04

大阪府比 

大阪府 

0

2

4

6

8

10

12

14

柏原市 大阪府 
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令和元年度中学生チャレンジテスト（２年生）

アンケート結果
柏原市教育委員会

質問番号 　　　　質問事項

問１

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 46.2 33.8 15.1 4.3 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.6

大阪府 50.4 34.7 10.7 3.0 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.2

質問番号 　　　　質問事項

問２

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 51.7 31.5 12.6 3.7 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.6

大阪府 46.7 38.6 11.0 2.6 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.2

質問番号 　　　　質問事項

問３

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 44.3 39.2 12.8 3.1 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.6

大阪府 35.3 44.6 15.5 3.3 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.2

質問番号 　　　　質問事項

問４

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 10.5 22.7 32.2 34.0 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.6

大阪府 18.4 33.0 30.8 16.5 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.3

授業中，自分の考えや意見を伝える場面がある。

授業中，話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり，広げたりしている。

授業で，図書館の資料やインターネットなどで調べる活動がある。

生徒数

柏原市 515

授業中，ノートやプリントに自分の考えを書く場面がある。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市 

大阪府 

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 
4. 当てはまらない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市 

大阪府 

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 
4. 当てはまらない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市 

大阪府 

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 
4. 当てはまらない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市 

大阪府 

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 
4. 当てはまらない その他 無回答 
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令和元年度中学生チャレンジテスト（２年生）

アンケート結果
柏原市教育委員会

質問番号 　　　　質問事項

問５

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 42.1 37.5 15.3 3.3 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.7

大阪府 42.2 36.8 13.5 4.6 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 2.8

質問番号 　　　　質問事項

問６

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 13.6 29.5 36.9 19.4 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.6

大阪府 15.7 33.6 33.7 15.6 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.3

質問番号 　　　　質問事項

問７

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 38.3 39.0 13.0 9.1 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.6

大阪府 42.1 37.3 14.3 4.9 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.4

質問番号 　　　　質問事項

問８

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 21.6 19.6 24.1 14.8 7.0 2.5 9.9 - 0.0 0.6

大阪府 22.0 19.4 24.6 18.0 6.5 3.2 4.8 - 0.0 1.3

授業中，間違っても笑われない。

自ら課題を見つけて，家で勉強をしている。

テレビや新聞，インターネットなどのニュースを見る。

普段（月曜日から金曜日），一日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンを使いますか。

生徒数

柏原市 515

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市 

大阪府 

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 
4. 当てはまらない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市 

大阪府 

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 
4. 当てはまらない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市 

大阪府 

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 
4. 当てはまらない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市 

大阪府 

1. ４時間以上 2. ３時間以上，４時間より少ない 
3. ２時間以上，３時間より少ない 4. １時間以上，２時間より少ない 
5. 30分以上，１時間より少ない 6. 30分より少ない 
7. 携帯電話やスマートフォンを持っていない  その他 
 無回答 
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【第１学年】

A：すべて腹を立て候はぬ
B：（例）怒ってしまった【七字】

正答

５－１－１．国語科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

無解答率平均正答率五　５　（A）　（B)

29.2% 34.3%

34.4%31.0%

柏原市

大阪府

読むこと／伝統的な言語
文化と国語の特質に関す
る事項

本
文
は
古
文
及
び
現
代
語
訳
あ
り
。
著
作
権
へ
の
配
慮
に
よ
り
不
掲
載
。
 

 上
人
と
、
生
ま
れ
て
か
ら
今
ま
で
怒
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
修
行
者
の
話
。
聖

人
で
あ
れ
ば
腹
が
立
た
な
い
こ
と
も
あ
り
え
る
が
、
凡
夫
で
あ
れ
ば
そ
ん
な
こ
と

は
な
い
の
で
嘘
だ
と
言
う
上
人
に
対
し
、
怒
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
っ
て
い
る
で

は
な
い
か
、
嘘
つ
き
呼
ば
わ
り
す
る
な
と
修
行
者
が
怒
鳴
る
。
自
分
の
誤
り
に
は

気
付
き
に
く
い
と
い
う
教
訓
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
（
沙
石
集
よ
り
）
 

問題の概要は「内容について書かれた文の空欄に適切な言葉を書く」である。出題の趣旨は「場面の展開

や登場人物などの描写に注意して読み、内容の理解に役立てる」である。正答率が低く、無解答率が高い

問題である。 

古文や現代語訳の該当箇所には「怒る」という言葉は出てこない。質問に正対するためには文章に描かれ

た内容を「腹を立てる」や「怒る」といった言葉で表現できるかがポイントとなる。自分の言葉で表現する力が

問われる。読むことと書くことをバランスよく育むために、言語活動の活性化が必要である。 
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【第２学年】

（例）体験で学べた内容がわかりにくいので、お店の人の働く様子だけでなく学んだこ
とを具体的に書くほうがよいというアドバイス【五十八字】正答

５－１－２．国語科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

書くこと 二　５ 平均正答率 無解答率

柏原市 23.0% 25.7%

大阪府 25.6% 21.6%

問題の概要は「アドバイスの内容を考えて書く」である。問題の趣旨は「相手に効果的に伝わるように、具体

例を加えたり、描写を工夫したりして書く」である。正答率が低く、無解答率も府に比べて高い。複数の資料

を読み、自分の考えたことについて複数の条件を満たして書くことに課題がみられる。授業では、読み手や

分量等を意識した作文指導、比較等の条件をつけて自分の考えを書く学習活動が求められる。 

 
拝
啓
 
①
 
。
ス
ー
パ
ー
○
○
西
町
店
の
皆
様
、
そ
の
後
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
 

 
私
は
、
青
星
中
学
校
二
年
生
の
谷
村
で
す
。
先
日
は
職
場
体
験
学
習
で
二
日
間
お
世
話
に
な

り
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
職
場
体
験
で
は
、
皆
様
が
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
 

し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
売
り
場
の
清
掃
や
レ
ジ
の
お
手
伝
い
な
ど
を

体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
大
切
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
ど
の
お
仕
事
の
担
当
の
方
も
、
お
客
様
へ
の
あ
い
さ
つ
を
常
に
心
が

け
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
商
品
を
と
て
も
て
い
ね
い
に
取
り
扱
わ
れ
て
い

た
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
は
、
い
つ
も
整
理
・
整
と
ん
が
行
き
届
い
て
い
た
こ
と
で
す
。
 

 
今
回
の
体
験
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
自
分
の
将
来
や
つ
き
た
い
仕
事
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
見
つ
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
店
長
の
山
田
様
を
は
じ
め
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆

様
に
、
改
め
て
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 
年
末
に
向
け
て
ま
す
ま
す
お
い
そ
が
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
お
風
邪
な
ど
ひ
か
れ
な
い
よ

う
、
ご
健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
 
 

 
令
和
○
年
十
二
月
七
日
 

 
青
星
中
学
校
二
年
 
谷
村
 
の
ぞ
み
 

【
お
礼
の
手
紙
の
下
書
き
】
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【第２学年】

オ

５－２．社会科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

A　歴史的分野 ４　（３）　② 平均正答率 無解答率

柏原市 20.4% 1.9%

大阪府 29.6% 1.2%

正答

 

問題の概要は「１６世紀の南北アメリカ大陸の植民地化に関する文章中に入る適切な国の組み合わせを選

ぶ」であり、出題の趣旨は「スペイン、ポルトガルによる南北アメリカ大陸の植民地化について地域を理解し

ている」である。正答率の最も低い問題となった。国、地域、人物、出来事を結びつけて理解する必要があ

る。授業では複数の視点から考え、意見を交流する学習活動が必要である。 
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【第１学年】

正答

式 ：４ｎ－６
説明：（例）円がｎ個だから、最初の２つの円のあとに書いた円は（ｎ－２）個である。
円が２つのときの交点が２個で、１つの円を書くたびに交点が４個多くなるから、交点
の数は全部で２＋４（ｎ－２）で、４ｎ－６となる。

柏原市 式21.0%説明4.8% 式33.6%説明49.4%

大阪府 式19.3%説明5.7% 式35.1%説明51.3%

５－３－１．数学科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

数と式 ８　（２） 平均正答率 無解答率

問題の概要は「円がｎ個のときの交点の個数をｎを使った式で表す／文字を用いた式をどのように導いた

かを具体的に説明する」である。出題の趣旨は「具体的な事象の中の数量の関係を捉え，文字式の意味を

説明することができる」である。立式の正答率が２１．０％であるのに対し、説明の正答率は４．８％であっ

た。授業において、問題の解にのみ焦点を当てるのではなく、その理由等を説明できるよう指導する必要が

ある。また、既習事項を活用して事象を説明する学習活動が必要である。 
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【第２学年】

５－３－２．数学科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

関数 ７　（２）　③ 平均正答率 無解答率

２００ｍ正答

柏原市 5.6% 39.3%

大阪府 9.7% 34.6%

問題の概要は「２人の家の距離を求める」である。出題の趣旨は「与えられた図表から，必要な情報を適切

に読み取り，事象を数学的に解釈することができる」である。昨年度に引き続き正答率が低く、無解答率が

高い傾向の問題である。また、府との無解答率の差も大きい。 

複数の資料と問題文を読み、一つ一つ図や表に書き込むことで正答にたどり着ける問題である。問題文や

図表の意味を理解し、まとめる力が必要となる。問題を解くのに必要な情報とそうでないものを整理する力

が求められる。授業の中で、ある程度まとまりのある文章を読み、問われていることがなにかを理解させる

工夫も必要である。 
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【第２学年】

あ（例）立体的に見える範囲が広い【12字】
い（例）見ることのできる範囲が広い【13字】

正答

５－４．理科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

生物的領域 １　（２）　②　ⅱ 平均正答率 無解答率

柏原市 11.4% 10.8%

大阪府 16.1% 9.8%

問題の概要は「コツメカワウソとアメリカビーバーの目のつき方の違いによる見え方の特徴を、それぞれ１

５字以内で表現する」である。出題の趣旨は「コツメカワウソとアメリカビーバーの目のつき方の違いから，

草食動物と肉食動物の視野の違いを表現することができる」である。正答率の最も低い問題である。 

昨年度と同様、図と会話文から情報を読み取り、既知の情報と結びつけて記述する力に課題がみられる。

授業の中では、科学的な思考・表現を育む工夫として、知識をまとめる活動や、まとめたものを表現する活

動が必要である。 
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【第１学年】

正答 （例）She　plays　soccer(.)

柏原市 25.0% 17.7%

大阪府 26.8% 22.9%

５－５－１．外国語（英語）科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

読むこと／書くこと ８　（３） 平均正答率 無解答率

問題の概要は「２人の手紙を読み，「ワヤンの姉は何をしているか」という質問に対する適切な答えを３語の

英語で答える」である。出題の趣旨は「手紙文を読み，内容を把握し，理解している」である。複数の資料か

ら必要な情報を読み取る力と、問題文に直接書かれていない表現を書く力が求められる。授業では読み

取った内容を英語で説明したり、思いや考えを英作文で表現する学習活動が必要である。 
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【第２学年】

５－５－２．外国語（英語）科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

読むこと ９　（１）　② 平均正答率 無解答率

正答

柏原市 16.2% 2.7%

大阪府 23.3% 2.0%

ア

問題の趣旨は「エミのスピーチを読み、内容を理解している」かである。正答率が最も低い。１名少なく見積

もった誤答が最も多いところから、アンを数えなかった生徒が多いと予想される。また、前後の問題の正答率

の高さから、部分的に意味を把握することはできていると考えられる。長い文章の内容を全体として捉える力

が必要である。場面を想像して読む習慣や、文脈を読み取る力の育成が求められる。 
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○教育委員会としての今後の取組み

・ＩＣＴ機器の導入による情報活用能力の向上と並行して、「書く力」や「書くた
　めの読む力」といった言語能力の向上をねらった具体的な施策の提案及び実施を
　していく
・教員の指導力育成のために、教員が当事者意識を持ち、主体的に参加できる研修
　を企画・運営していく
・効果的な研修を精選して行い、教員が子どもと向き合う時間を確保する
・優れた実践をしている教員による研修や公開授業をとおして、経験の浅い教員に
　も高い指導技術を習得できるようにする
・幼小中一貫教育をより一層推進し、系統性・連続性のある学びの研究を進める
・家庭学習習慣の定着に向けた取組みの好事例を収集し、学校や保護者に啓発して
　いく。
・情報モラルについて学べる研修を実施し、保護者に啓発していく

○学校における今後の取組み

・教員全員が指導力向上と授業改善が進むよう、校内研修や授業研究会を充実さ
　せる
・教科横断的に「書く」機会を多く設け、組織的に「書く活動」の充実を図る
・授業においてICTを積極的に活用した授業作りをすすめる
・複数の資料から必要な情報を読み取り、考えたことを目的や意図に応じて工
　夫して表現し、交流させる活動等を充実させる
・具体的な事象を式やグラフに表したり、根拠となるものを明らかにし、筋道を
　立てて説明するような活動を充実させる
・すべての子どもたちが主体的に取り組める課題を設定する
・知識や技能を日常生活の中で活用する場面を複数回設定できる計画を策定する
・低得点域の底上げと同時に、高得点域の伸長を図る

○ご家庭にお願いすること

①基本的生活習慣の定着
・決まった時間に寝起きしてリズムを意図的につくる
・体温のリズムやホルモンのバランスが崩れないよう、おおむね８時間以上の睡
　眠を取るように促す
・朝食をとるよう促し、脳を活性化させ、やる気や集中力を高め、学習能力の向
　上につなげる

②家庭学習習慣の定着
・発達段階に応じて家庭学習時間のめやす（学年×10分）を決める
　 ※中学第1学年生徒は、7年生とする
・毎日の宿題ができているかを確認する

③スマートフォンやゲーム等のメディアについてのルールづくり
・テレビ、ゲーム、携帯電話、スマートフォン、パソコン等の使用時間や使い方
　について家庭内でよく話し合い、ルールを決める
・携帯電話やスマートフォンの使用状況について確認する
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